
地産地消並びに学校給食に関する意見書 

 

本市の学校給食の地産地消を推進するため、平成２３年度から地場産

農産物供給事業がスタートし、現在１３品目にまで広がったことは、学

校給食における安全安心の確保だけでなく、消費拡大や農業振興にも繋

がるものと考えております。 

しかしながら、学校給食における地場産農産物（置賜産）の使用率は

野菜が３５．１％、果物が２２．２％となっており、まだまだ十分とは

いえない状況であります。 

本市の子供たちが、学校給食を通して、食に対する関心や意識を高め

るとともに、地場産農産物を使用することにより地域の自然や文化、農

業等について理解を深めることができるよう、下記のとおり意見を提出

します。 

記 

１． 地場産農産物供給事業について、さらなる充実を図ること。 

２． 米飯給食における「つや姫」の使用回数を増やすこと。 

３． 米沢産の果物の使用を増やすこと。 
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